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陽電子放出断層撮影（PET）で利用可能な 140Pr の親核 140Nd の生成について、実験データの少ない 141Pr 標的

への重陽子入射反応に関する放射化断面積を測定した。実験は、積層箔放射化法およびガンマ線スペクトロ

メトリーを用いて、理化学研究所 AVF サイクロトロンで行った。結果として、先行研究のほぼ中間に位置し、

ばらつきが少ない実験データを得ることができた。 
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1. 緒言 
140Pr は陽電子放出核種であり、陽電子放出断層撮影（PET）で利用可能である。しかし、140Pr は半減期が

3.39 分と非常に短いため、その親核である 140Nd（半減期 3.37 日）をジェネレーターとして利用する必要があ

る。140Nd は荷電粒子入射反応で生成することができるが、単核種元素である 141Pr 標的への重陽子入射反応

については、断面積に関する先行研究は 2 件[1,2]しかない状況である。さらに、それらの実験データはずれ

が大きいことがわかった。そこで我々は、141Pr(d,3n) 140Nd 反応の放射化断面積を測定した。 

 

2. 実験 

実験は、理化学研究所 AVF サイクロトロンで 24 MeV に加速した重陽子を用いて実施した。放射化断面積

の測定手法として実績がある、積層箔放射化法およびガンマ線スペクトロメトリーを用いた。標的として、

141Pr 箔の他、ビームモニターとしての natTi 箔と、エネルギー減衰及び反跳核捕集のための 27Al 箔を用いた。

構成を変えた 2 つの標的をそれぞれ 24 MeV の重陽子で 30 分照射し、その後、高純度 Ge 検出器を用いたガ

ンマ線スペクトロメトリーにより、生成核種の断面積を導出した。 

 

3. 結果 

今回の実験で得られた 141Pr(d,3n)140Nd 反応断面積を、

先行研究 2 件[1,2]及び TENDL2019 と比較した（図 1）。

今回得られたデータは、先行研究のほぼ中間に位置し、

ばらつきが少ない結果となった。 
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図 1 141Pr(d,3n)140Nd 反応断面積の実験結果と先行

研究[1,2]及び TENDL2019 との比較 
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